
１ 教育理念

　金沢市立工業高等学校は、金沢市及び地域産業の発展に貢献するために、質実剛健にして勤勉進取の気概を備えた有為なる人材を育成する。

２ 教育目標

高い教養とすぐれた技能を

責任ある言動と協調の精神を

勤労の喜びと健全な心身を

３ 教育方針

「ものづくり」の感性と工業の基礎・基本を身につけた創造性豊かな人材を育成する。

社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力及び社会の形成に主体的に参画するための資質・能力を育成する。

４ 今年度の重点目標

「選ばれる学校（中学生）」を目指す。

在校生が「本校に入学して良かった」と実感できる学校生活の充実

学習指導において、習得した知識や技能（技術）を活用し、表現力の育成に努める

生徒指導において、主体的な選択・決定を実行できる判断力の育成に努める

落ち着いた学校生活にする勘所～教育の勘所～
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金沢市立工業高等学校　　

 校 長　 西東　直人　　

学校行事、生徒会活動、部活動及びボランティア活動等を通じて、多様な他者と協働しながら、持続可能な社会の創り手となる人材を育成する。
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（様式２）

評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 集計結果 分析（成果と課題）及び改善策など

1 「選ばれる学校（中学
生）」を目指す

① 広報活動の実施を積極的に行う。
全教職員との連携を図りながら、
学校広報活動の立案と作成などの
統括を行い、積極的な広報活動(Ｓ
ＮＳやメディアの活用)を図る。

【成果指数】
全投稿のうち、投稿インサイトの
リーチしたアカウントがshiko_th
をフォローしていない人が５０%で
した。

全投稿のリーチしたアカウントのうち、shiko_thを
フォローしていない割合が５０%以上を目指す。
　Ａ　昨年度、より上回った
　Ｂ　ほぼ同じであった
　Ｃ　少し下回った
　Ｄ　かなり下回った

Ｄの場合は、取り組みの見直しを
行う。

投稿インサイトを集計する。 Ｂ　５９.８％
（投稿インサイト集計結果）

フォロワー以外からのリーチ数が全体で59.8％であった。特にリーチが多かった投稿内容が部活動（相
撲、水球他）、学校行事（金工祭、スポーツフェスティバル）であった。本校をより多くの人に周知、
宣伝していくために、これらの内容の登校をさらに充実したものにしていく必要性を感じた。

② 体験入学・学校説明会・部活動体
験のPR活動を積極的に行うととも
に内容の充実を図る。

【成果指数】
体験入学・学校説明会・部活動体
験を本校への進学につなげる。

入学志願者のうち体験入学・学校説明会・部活動体
験参加者の割合
　Ａ　５０％以上
　Ｂ　４０～５０％未満
　Ｃ　３０～４０％未満
　Ｄ　３０％未満

Ｄの場合は、取り組みの見直しを
行う。

入学志願者における体験入学・学
校説明会・部活動体験の参加者数
を確認・集計する。

Ａ　５０％以上

１０８人

令和８年度入学志願者において、体験入学・学校説明会・部活動体験のいづれかに参加した受検者は、
入学志願者全体（１８６人）の約６０％（１０８人）であった。次年度以降も引き続き、体験入学・学
校説明会・部活動体験のPR活動を積極的に行っていく。

2 在校生が「本校に入学し
て良かった」と実感でき
る学校生活の充実

① いじめの重大事態に早期発見・早
期対応に向け気になる情報につい
ては速やかに共有し組織的な対応
を行う。

【努力指標】
担任や関係職員と情報交換をはか
り、未然防止・早期発見に取り組
む。

教員は、日常の様子から生徒の発するサインを見逃
さないことを意識している。
　Ａ　よくはてはまる
　Ｂ　まあまああてはまる
　Ｃ　あまりあてはまらない
　Ｄ　あてはまらない

Ｃ・Ｄの割合が３０％以上の場合
は、取り組み方を再検討する。

教員アンケートを実施する。 Ａ　５６％
Ｂ　４２％
Ｃ　　２％
Ｄ　　０％
（アンケート結果）

日ごろから生徒観察をしっかりと行っていることから、生徒の変化に早期に気づき、生徒から情報を収
集することができている。また、その内容を一人で抱え込まず、すぐに学年、教育相談等に相談するこ
とができたため重大事態になることはなかった。

② 運動部、文化部の加入率を高める
とともに、各種大会等での上位入
賞を目指す。

【努力指標】
引き続き、高い部活動加入率の維
持を図る。

全学年の部活動加入率が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％～９０％未満
　Ｃ　７０～８０％未満
　Ｄ　７０％未満

Ｃ以下の場合は次年度の改善策を
検討する。

５月末時点での実績による。 Ａ　９０％以上

５月現在
　運動部　４５６人
　文化部　２０４人

部活動加入率は、昨年度とほぼ同じである。運動部ならびに文化部ともに頑張っている。

【努力指標】
引き続き、高い１年生年度当初の
部活動加入率の維持を図る。

１年生年度当初の部活動加入率が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％～９０％未満
　Ｃ　７０～８０％未満
　Ｄ　７０％未満

Ｃ以下の場合は次年度の改善策を
検討する。

５月末時点での実績による。 Ａ　９０％以上

５月現在
　運動部　１５７人
　文化部　　５９人

今後も全員の入部を促していく。

【成果指標】
県大会以上の大会で優勝する部活
動数の増加を図る。

県大会以上の大会で優勝できた部活動数が
　Ａ　７部以上
　Ｂ　４部～６部
　Ｃ　１部～３部
　Ｄ　なし

Ｄの場合は対策を考える必要があ
る。

部活動の実績による。 Ａ　７部以上
県大会優勝
弓道・相撲・新体操・バドミントン・
水球・柔道・生花・マイクロコン
ピュータ・エレクトロニクス・建築・
土木技術・電気技術など

どの部も、よく努力した。

【満足度指標】
生徒が達成感をもって活動してい
る。

生徒の部活動に対する充実感が
　Ａ　十分満足している
　Ｂ　ほとんど満足している
　Ｃ　あまり満足していない
　Ｄ　満足していない

Ａ・Ｂの割合が７０％未満の場合
は、再検討する。

生徒アンケートを実施する。 Ａ　５１％
Ｂ　３９％
Ｃ　　５％
Ｄ　　５％
（アンケート結果）

Ａ・Ｂ合わせて９０％である。部活動顧問の指導のもと、満足のいく活動ができていると考えられる。

③ 応援練習と応援実践を通して、学
校の帰属意識や愛校心を醸成させ
る。

【努力指標】
生徒が自ら考えて応援を指導す
る。

高校相撲での会場で応援する人数が
　Ａ　３００人以上
　Ｂ　２００人以上
　Ｃ　１００人以上
　Ｄ　１００人未満

Ｄの場合は、対策を検討する。 当日の調査による。 Ａ　３００人以上

全校応援を実施
７００人近くが参加した。

４月中旬より応援団長のリーダーシップのもと、応援練習を計画的に行ったことによって、当日は参加
生徒一丸となって応援を行うことができた。

【満足度指標】
応援を通して、愛校心を高めるこ
とができた。

応援に参加して
　Ａ　大変実感できた
　Ｂ　実感できた
　Ｃ　あまり実感できなかった
　Ｄ　全く実感できなかった

Ｃ・Ｄ合わせて３０％以上の場合
は取り組みを再検討する。

生徒アンケートを実施する。 Ａ　５３％
Ｂ　３９％
Ｃ　　５％
Ｄ　　３％
（アンケート結果）

学校応援ポロシャツ及びキャップを着用しての応援を通して、愛校心を高めることができた。

④ 金工祭において、生徒会・クラ
ス・文化部がそれぞれ主体となっ
て展示、イベントを実施する。

【満足度指標】
金工祭を盛り上げるために、主体
的に取り組んだ。

金工祭での活動に
　Ａ　主体的に取り組んだ。
　Ｂ　少し主体的に取り組めた。
　Ｃ　あまり主体的に取り組めなかった。
　Ｄ　主体的に取り組めなかった。

Ｃ・Ｄ合わせて３０％以上の場合
は取り組みを再検討する。

生徒アンケートを実施する。 Ａ　７６％
Ｂ　２１％
Ｃ　　２％
Ｄ　　１％
（アンケート結果）

どの企画も、生徒が主体的に取り組んだ成果が表れていた。また、準備から当日までとても充実してい
た。

⑤ ボランティア活動を推奨する。 【努力指標】
ボランティアの参加者を増やす。

年間を通してボランティア参加者が
　Ａ　１００人以上
　Ｂ　８０～１００人
　Ｃ　６０～８０人
　Ｄ　６０人未満

Ｃ･Ｄの場合は、取り組み方を検討
する。

参加人数を確認する。 Ａ　１００人以上 サマーボランティア、金沢マラソン、護美サポーター等のボランティア活動に、積極的に参加した生徒
が多い。

⑥ 全校応援や式典等の際に、校歌斉
唱を実施する。

【努力指標】
自発的に大きな声で校歌斉唱する
生徒を増やす。

自発的に校歌斉唱できる生徒が
　Ａ　８０％以上である
　Ｂ　７０％～７９％である
　Ｃ　６０％～６９％である
　Ｄ　６０％未満である

Ｃ･Ｄの場合は、取り組み方を検討
する。

教員アンケートを実施する。 Ｄ　６０％未満である

しっかり出来ている　　６％
概ね出来ている　　　４６％
あまり出来ていない　３５％
出来ていない　　　　１３％
（アンケート結果）

高校相撲金沢大会での全校応援の際は校歌斉唱するが、その他の場面では、卒業式など限られておるの
で、練習時にもっと自発的にできるよう指導する必要がある。

⑦ ジュニアマイスターを推奨し、多
くの資格取得に挑戦する意識付け
の取り組みを推進する。

【成果指標】
資格取得によるジュニアマイス
ター受賞者の人数を増やす。

３年卒業時のジュニアマイスター受賞者の数が
　Ａ　８０人以上
　Ｂ　６０人以上８０人未満
　Ｃ　４０人以上６０人未満
　Ｄ　４０人未満

Ｄの場合は、取り組み方を再検討
する。

資格取得の結果により判断する。 Ｃ　４０人以上６０人未満

４０人

今年度のジュニアマイスター受賞者数は４０人であった。特別表彰は過去最多の１８人となり、資格取
得に対して非常に意識高く取り組む生徒が増えている。一方でシルバー受賞者は１６人と非常に少な
かった。
資格取得に関する案内やジュニアマイスター申請前のアナウンスを引き続き積極的に行い、受賞者増加
につながる支援を行っていく。

⑧ 就業体験学習に積極的に参加し、
進路選択に役立てる。

【満足度指標】
多くのことも学べるように積極的
に活動している。

就業体験学習に参加し
　Ａ　進路意識が大いに高まった
　Ｂ　進路意識が少し高まった
　Ｃ　進路意識はかわらなかった
　Ｄ　進路意識を高めるに至らなかった

Ｃ，Ｄの場合は事後指導をしっか
り行い、次年度の事前学習につい
て検討する。

該当生徒へのアンケート Ａ　７２％
Ｂ　２８％
Ｃ　　０％
Ｄ　　０％

受入企業は年々増加しており、地元企業からの就業体験受入れへの期待も大きい。一方で、部活動等と
の日程調整や、夏季実施に伴う暑熱環境による安全面への配慮から、職種によっては実施が難しい場合
がある。また、就職後のミスマッチを防ぐ観点から、事前学習の充実も課題である。今後は、実施時期
や内容を工夫し、安全面に十分配慮した受入れ体制を整えるとともに、事前学習を充実させることで、
より効果的な就業体験の実施につなげていく必要がある。

⑨ 高校生ものづくりコンテスト大会
（旋盤、電気工事、電子回路組
立、木材加工、測量等）及びそれ
に準じるコンテストにおいて上位
入賞を目指す。

【成果指数】
各種コンテスト大会においての上
位進出を目指す。

今年度のコンテスト大会において
　Ａ　全国大会入賞
　Ｂ　北信越大会(ブロック大会入賞)
　Ｃ　県大会入賞
　Ｄ　入賞なし

Ｄの場合は、指導や取り組みの見
直しを行う。
Ｂ以上を目指す。

後期の実績による。 【機　械　科】Ａ
【電　気　科】Ａ
【電子情報科】Ｂ
【建　築　科】Ｂ
【土　木　科】Ｂ

【機　械　科】
・高等学校ロボット競技大会
　　県大会優勝・２位、全国大会準優勝
・缶サット甲子園
　　岐阜地方大会優勝、全国大会出場
【電　気　科】
・高校生ものづくりコンテスト電気工事部門
　　県大会優勝、北信越大会最優秀賞、全国大会敢闘賞
【電子情報科】
・高校生ものづくりコンテスト電子回路組立部門
　　県大会優勝・北信越大会出場
【建　築　科】
・高校生ものづくりコンテスト木材加工部門
　　県大会優勝・２位・３位、北信越大会優勝、全国大会出場
【土　木　科】
・高校生ものづくりコンテスト測量部門
　　県大会優勝、北信越大会出場

重点目標 具体的取組
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評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 集計結果 分析（成果と課題）及び改善策など

3 学習指導において、習得
した知識や技能（技術）
を活用し、表現力の育成
に努める

① 学習の習慣化と基礎学力の定着を
図ることを目的に、授業以外での
学習の実施を継続的に調査し、保
護者との連携を密にして指導を行
う。

【成果指標】
授業以外でも学習に取り組む生徒
の割合を５０％以上にする。

授業以外でも学習に取り組むことができた。
　Ａ　取り組むことができた
　Ｂ　十分とはいえないが取り組むことができた
　Ｃ　少し取り組むことができた
　Ｄ　取り組めなかった

Ｃ・Ｄの割合が
５０％以上の場
合は方法を再検
討する。

生徒アンケートを実施する。 Ａ　３７％
Ｂ　３９％
Ｃ　２１％
Ｄ　　３％
（アンケート結果）

Ａ＋Ｂの結果が昨年度と比べ増加し、７５％を超えた。Teams等を利
用した課題や宿題の提示、提出など、ICTを利用した学習活動がさら
に広まり、学習に取組む機会を増やせている。ICTを利用した支援が
さらに定着するよう取り組んでいきたい。

② 定期考査の欠点科目保持者をリス
トアップし、校内ＬＡＮで教員間
の情報の共有化を図る。赤点を複
数科目保持する生徒については、
担任等が生徒面談および保護者に
早期に連絡するよう教務部から働
きかける。

【努力指標】
成績不良に対して、生徒及び保護
者に面談等を通じた確認を行い、
早期の対応に取り組む。

生徒や保護者に対して成績向上のための啓発活動ができた。
　Ａ　生徒に著しい変化が見られ、十分有効だった
　Ｂ　有効だった
　Ｃ　生徒･保護者ともに現状認識が足りない
　Ｄ　担任から生徒･保護者への意思疎通が十分なされなかった

Ｃ・Ｄの割合が
７０％以上の場
合は指導方法を
再検討する。

教員アンケートを実施する。 Ａ　１２％
Ｂ　６５％
Ｃ　２１％
Ｄ　　２％
（アンケート結果）

成績システムの活用が広く定着しており、今年度もＡ＋Ｂの結果が
７０％を超えている。しかし、一方でＣやＤの結果が徐々にではあ
るが増加傾向にある。生徒や保護者にさらに段階的に伝えられるよ
うにするなどを考えていく。

4 生徒指導において、主体
的な選択・決定を実行で
きる判断力の育成に努め
る

① 傘さし運転ゼロ運動により、雨天
時にはカッパを着用して自転車通
学をさせ、傘さし運転をさせな
い。

【成果指標】
傘さし運転およびカッパ未着用者
を減少させる。

傘さし運転ゼロ運動により違反者が全校で
　Ａ　一人もいない
　Ｂ　５人未満である
　Ｃ　５人以上である
　Ｄ　１５人以上である

Ｃ・Ｄの場合は
指導方法を再検
討する。

傘さし運転ゼロ運動時、毎回調査
する。

Ｄ　１５人以上である

２２人
１年　４人
２年　９人
３年　９人

傘さしは０人であったが、カッパ未着用が２２人であった。学年が
上がるにつれ、このぐらいの雨なら大丈夫だろうという安易な判断
をしている生徒が目立った。合羽を着ないことで起こり得る事象を
しっかりと理解させ、合羽着用の必要性を伝える指導が必要であ
る。

② 校内での携帯電話使用をさせな
い。

【成果指標】
携帯電話使用する生徒を減少させ
る。

校内での携帯電話使用違反者が、クラス毎の延べ人数（半期）
　Ａ　　５人未満
　Ｂ　　６人～１０人未満
　Ｃ　１０人～１５人未満
　Ｄ　１５人以上

Ｃ・Ｄの場合は
クラス毎に指導
する。

９月末に集計する。 Ｂ　６人～１０人未満 今年度は複数人で使用している場面が多くみられた。気の緩みや
ルールの理解不足などが原因であった。なぜこのようなルールが定
められているのかをしっかりと理解させ、日常生活を送らせる必要
がある。

③ 実習による事故を起こさない。 【努力指標】
注意喚起、環境改善、ＫＹ教育の
徹底により、ゼロ災害を目指す。

事故の発生件数が
　Ａ　なし
　Ｂ　１～３件
　Ｃ　４～６件
　Ｄ　７件以上

Ａでなければ安
全教育のあり方
を再検討する。

各科長報告 【機　械　科】Ａ
【電　気　科】Ａ
【電子情報科】Ｂ
【建　築　科】Ｂ
【土　木　科】Ａ

【電子情報科】Ｂ
はんだづけで軽微なやけどがあった。軽微であるが重なると大事故
に繋がる可能性ある。安全教育の徹底、KYT訓練、ハインリッヒの法
則の理解に努めたい。
【建築科】Ｂ
木材加工中に刃物での怪我が１件あった。整理整頓、集中して取り
組める作業環境の整備、安全な作業姿勢を伝えることを重視して安
全教育を行う。

④ クラスに保健室・教育相談室の紹
介をする。１年オリエンテーショ
ンで具体的に説明する。

【努力指標】
生徒が充実した学校生活を送るこ
とができる。

保健室、教育相談室は体や心の健康について利用や相談が
　Ａ　できる
　Ｂ　必要である時にできる
　Ｃ　あまりできない
　Ｄ　できない

Ａ・Ｂ合わせて
５０％未満の場
合は、取り組み
方を検討する。

生徒アンケートを実施する。 Ａ　４１％
Ｂ　４７％
Ｃ　　８％
Ｄ　　４％
（アンケート結果）

今年度も昨年度同様、A・B合わせて８８％と保健室や相談室を利用
できたようである。目標は達成できたが、Ｃ・Ｄの利用できないと
答えた生徒に対しても取りこぼしがないよう注意していきたい。

⑤ 進路指導年間計画に基づき、各学
年に応じた進路指導を展開する。
特に学年会とは情報を共有し生徒
の進路実現を目指す。

【成果指標】
就職決定率

就職決定率が
　Ａ　９８％以上
　Ｂ　９５％以上９８％未満
　Ｃ　９０％以上９５％未満
　Ｄ　上記以下

Ｃ，Ｄの場合
は、取り組み方
を再検討する。

３月時点での実施による Ａ　９８％以上

１００％

求人票数は4,000件を超え、就職環境は良好である。一方で、地元企
業や地場産業の魅力を十分に伝えきれておらず、地元就職率の向上
が課題である。今後は、企業見学や講話等を通して地域理解を深
め、主体的な進路選択につなげていく。

【成果指標】
進学決定率

進学決定率が
　Ａ　９８％以上
　Ｂ　９５％以上９８％未満
　Ｃ　９０％以上９５％未満
　Ｄ　上記以下

Ｃ，Ｄの場合
は、取り組み方
を再検討する。

３月時点での実施による Ａ　９８％以上

進学決定率　１００％
　１０３人／１０３人

一人一人のより良い進路実現を目指していきたい。そのためには、
中期的・長期的な進路活動の計画が必要である。また、前年度卒業
生の進路実績はもちろんであるが、それだけにとどまらず、選択肢
を広げた中で自分により合った進路実現を目指していけるようにロ
ングホームなどの時間を過ごしていく。

⑥ 図書委員会活動を活性化し、読書
活動を推進する。金沢市立海みら
い図書館との連携・協働を図り、
ものづくり教育の発信をする。

【成果指数】
一日の平均来館者数

一日当たりの来館人数を平均３０人以上を目指す。
　Ａ　昨年度、より上回った
　Ｂ　ほぼ同じであった
　Ｃ　少し下回った
　Ｄ　かなり下回った

Ｄの場合は、取
り組みの見直し
を行う。

年間来館者数を集計する。 Ａ　昨年度、より上回った 昨年度より上回った。授業による調べ学習での使用回数や放課後の
テスト勉強での使用回数が増えたのが要因だと考える。今後もこの
ような使用目的で来館者数を増やしていくことでより活気ある図書
館になると考える。

5 落ち着いた学校生活にす
る勘所
～教育の勘所～

① 遅刻をさせない指導の徹底を図
る。

【成果指標】
一日の遅刻者数を減少させる。

一日平均遅刻者数（年間）が
　Ａ　１人未満
　Ｂ　１人～２人未満
　Ｃ　２人～３人未満
　Ｄ　３人以上

Ｃ・Ｄの場合は
指導方法を再検
討する。

毎日の集計により判断する。 Ｂ　１人～２人未満

１．５３人

今年度は、１年生で遅刻者が多くみられた。時間を守ること、生活
習慣をしっかりと身につけ体調管理を徹底することなど、社会人に
必要な力の意識不足が目立った。クラスや、学校全体でなぜ遅刻は
いけないのかを理解させる必要がある。

② 自ら進んで挨拶を行う 【努力指標】
主体的に元気よく挨拶する生徒を
増やす

主体的に挨拶する生徒が
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０～７９％
　Ｃ　６０～６９％
　Ｄ　６０％未満

７０％未満の場
合改善を検討す
る

生徒アンケートを実施する。 Ａ　８０％以上

しっかり挨拶できた　　７６％
だいたい挨拶できた　　２２％
あまりできなかった　　　１％
ほとんどできなかった　　１％
（アンケート結果）

自ら挨拶をする生徒は多く見られるようになったが、大きな声でと
いう生徒は多くはなかった。ただ、声は小さくても、会釈や相手の
目をみて挨拶をする生徒は多くなってきており、今後も継続した指
導が必要である。

③ ゴミの持ち帰り・ゴミの少量化・
分別の徹底を図る。

【努力指標】
クラスや各部活動が中心となり学
校全体で、ゴミ分別や持ち帰りの
意識を高める。

生徒がゴミの持ち帰りや分別を行う事ができたか。
　Ａ　ゴミの持ち帰りや分別を行うことができた
　Ｂ　だいたい行うことができた
　Ｃ　あまり行わなかった
　Ｄ　ほとんど行わなかった

Ｃ・Ｄの割合が
が２０％以上の
場合は、取り組
み方を再検討す
る。

生徒アンケートを実施する。 Ａ　８２％
Ｂ　１６％
Ｃ　　１％
Ｄ　　１％
（アンケート結果）

良好な結果ではあるが、今後も指導を続けていき、分別だけでなく
ゴミの少量化やリサイクルの大切さも考えさせていきたい。

（様式２）

重点目標 具体的取組
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